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報告書 概要

この報告書は国連グローバルコンパクト公式加盟社であり、国連広報局公式NGOである国際脳教育協会が

創立以来遂行してきた国連ミレニアム開発目標(UN-MDGs)達成の為のグローバルプロジェクトと、韓国での

公教育支援活動に関する成果を振り返り、今後国際社会の持続可能開発目標(SDGs)完遂の為に脳教育の

価値と活用方案を共有しようとする目的で作成されました。 

報告期間：2008年1月～2014年6月

国際脳教育協会の国連グローバルコンパクト加入後、初めての報告書で、グローバルプロジェクトはニューヨーク

事務所設立時点の2008年以後の活動を含みます。 

報告周期：2年

ウェブサイト公開： www.ibrea.org 常時公開

問い合わせ: 国際脳教育協会事務局 +82-2-3452-9046 prmir@ibrea.org
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国連グローバルコンパクト支持声明

“国際脳教育協会は21世紀人類未来のキーワードである "脳"が持つ無限の資産を

正しく理解し活用するために設立された非営利国際団体であり国連グローバルコンパ

クト公式加盟社として、人権、労働、環境、腐敗防止に関する国連グローバルコンパ

クトの10大原則を積極的に支持することを宣言します。また、国際脳教育協会は国

連広報局公式NGO機関として国際社会が付与した責任と義務を果たすでしょう”

(UNGC) 
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“国際脳教育協会は21世紀人類未来のキーワードで
ある "脳"が持つ無限の資産を正しく理解し活用するた
めに設立された非営利国際団体であり国連グローバル
コンパクト公式加盟社として、人権、労働、環境、腐敗
防止に関する国連グローバルコンパクトの10大原則を
積極的に支持することを宣言します。また、国際脳教
育協会は国連広報局公式NGO機関として国際社会
が付与した責任と義務を果たすでしょう。”

脳教育は人間の脳に内在している人間性を目覚めさせ
回復させる“平和技術(peace technology)”です。

人類と地球の未来は、人間が脳をどのように認識し活用
するかにかかっています。今日の人類文明を作ったものが
人間の脳の無限の創造性であるように、人類が直面する
現在の危機を解決する鍵もまた、すなわち人間の脳の中
にあるからです。 

韓国の古代文献である『三一神誥』の神訓編には“自性
求子 降在爾脳”という一節があります。これを解説すれ
ば“本性で探しなさい。すでに君の脳の中に降りてきて
いる。”という意味です。

21世紀を“脳の世紀(Century of the Brain)”といい
ます。主な先進国は科学の最後の領域である脳の研究に
集中し投資しています。これに伴い物理学、化学、生命
工学、認知科学、心理学など、あらゆる分野で融合研究
が活発に行われています。人間の脳に対する深層的研究
成果は学問の発展はもちろん健康、教育、文化など社会
全般で脳に対する認識を広めるのに役立つでしょう。
 
しかし、科学の進歩がもたらした人間の脳に関する知識
の重要性は、結局、正しい脳の活用にあります。人間の脳
は同じ情報でも、どのように処理し、どのように脳を開発
するか、そして自らの脳力をどれくらい認知して信頼するか
により、全く違う結果をもたらすからです。 

脳教育は人間の脳の情報処理技術として創造的で
平和的な脳をつくるために開発されました。 

人間の脳を研究対象だけではなく活用の対象として
認知する時、人類が追求する健康で幸せで平和な
人生のための鍵が、私達の脳の中にあることを自覚
するようになるのです。 

韓国の精神文化の中には、生命への畏敬の念と自然
調和思想に強調される“天地人”精神、体と心を分離
せず共に治める“心身双修”の生活文化、人間の意識
成長の原理と方法論を備えた“孝忠道”の哲学と
“精充気壮神明”の修練体系、そして檀君朝鮮の建国
理念である“弘益人間”の平和哲学があります。

脳教育(Brain Education)は五千年の歴史を持つ韓国の
長年の精神文化的資産を土台にした学術的探求と
脳科学的研究、30年間余りの健康、教育、自己啓発
など広範囲にわたる分野の適用過程を経て、世界で
始めて脳教育分野の4年制大学、修士・博士大学院を
設立する事によって学問的体系化を成し遂げました。

国際脳教育協会は、人類の意識が文明に大きな変化
をもたらすことができるという確信と信念で、脳教育を
平和技術として国際社会に広めることになるでしょう。 
特に、体と心と意識が著しく成長する青少年に“脳”は
より一層重要です。 

脳教育は、
人間の脳の平和性を回復する平和教育技術です。

一指　李承憲　国際脳教育協会会長

www.ilchi.com
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企業は国際的に宣言された人権保護を支持し尊重する。

企業は人権侵害をおかすことのないよう積極的に努力する。

原則

原則

1

2

原則

原則

原則

原則

3

4

5

6

原則

原則

原則

7

8

9

原則10

企業は結社の自由と団体交渉権の実質的な認定を支持し

全ての形態の強制労働を排除して

児童労働を効率的に撤廃し

雇用及び業務での差別を撤廃する。

企業は環境問題に対する予防的なアプローチを支持し

環境的責任を増進する処置を遂行し

環境親和的技術の開発と拡散を促進する。 

企業は不当取得及びわいろなどを含む

全ての形態の不正に反対する。

UNGC 10大 原則

人権

労働

環境

腐敗
防止

The UN Global Compact Ten Principles
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01 団体紹介

・国連グローバルコンパクト(UNGC) 公式加盟社

・国連広報局(UD-DPI)  公式NGO

・脳教育グローバル中枢機構、非営利国際団体

団体名

協会会長

設立年度

所在

主な事業 - 脳基盤教授-学習法研究開発
- 脳基盤教育に関連した教育
  政策開発および教育現場
  改善のための活動
- 研究発表会、学術大会、
  講演会開催
- 協会誌および
  その他の出版物の刊行
- 国内外関連団体との交流活動
- 脳基盤教育的価値に
  付随する広報および後援活動

国際脳教育協会は21世紀人類未来のキーワードである“脳”資産の

正しい理解と活用のために脳教育の開発および普及、認証、コンサ

ルティング等を目的に2004年に設立された非営利国際団体です。

2006年9月 教育人的資源部社団法人で認可を受け、2008年6月 

ニューヨーク国連本部で第1回国際脳教育カンファレンスを開催し、

2009年2月 国連グローバルコンパクト(UN Global Compact) 

公式加盟社になりました。2010年6月には、国連広報局(UN-DPI)

公式NGOとして登録されました。

2007年11月 アメリカ非営利機関 IBREA Foundation設立を契機に

脳教育プログラム国際社会普及、国際脳教育インターンシップ、

国際脳教育カンファレンス、セミナー、ブレインオリンピアード 

IHSPO国際大会開催 、「BrainWorld」 定期刊行物発行等を通して、

国際的な脳専門コンサルティング機関として活動しています。

ソウル特別市 カンナム区
アックジョンドン 32通り11
キャロラインタワー

国際脳教育協会 (IBREA, 
International Brain Educa-
tion Association)

李承憲

出所 ¦ トゥサン大百科事典

2004年
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  組織図

International Brain Education Association 
866 United Nations Plaza, Suite 479, 
New York, NY 10017
www.ibreaus.org 

組織運営

国際脳教育協会は会費と後援支援金で運営される非営利団体市民社会組織(Civil Society Organization)です。

事業承認と運営決算は総会と不定期理事会を通して成り立ちます。2014年からは企画財政部傘下の指定寄付金

団体の承認を受け、ウェブサイトを通じて財政を公開し、より一層透明な経営が成り立つように努力しています。

会長 副会長

理事会

諮問団

事務局

海外支部

対外協力チーム

国際協力チーム

運営チーム

出版広報チーム

海外支部

アメリカ（ I BREA-USA）

NPO法人 IBREA JAPAN
愛知県名古屋市北区山田町4－86
http://ibreajapan.org/

日本（ I BREA-Japan）

国際脳教育協会｜2014国連グローバル·コンパクト（UNGC）参加レポート
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韓国脳科学研究院
Korea Institute of Brain Science

国際脳教育総合大学院大学校

グローバルサイバー大学

University of Brain Education

Global Cyber University

パートナーシップ

国際脳教育協会は科学、教育、学術、自己啓発、歴史文化など多様な領域で韓国内専門機関の諮問協力を

結び専門性を高め、領域別脳教育分野認証機関を置き社会各分野での活動を促進しています。

諮問協力機関

1999年　科学技術部に財団法人研究機関として登
録されて人間の脳の活用と開発および脳教育研究を
重点的に遂行する脳研究機関です。脳科学を基盤と
した脳教育プログラム開発と臨床および効果研究を
重点課題としています。人間の脳の高等感覚認知能
力であるHSPの開発および研究機関でもあります。

脳教育専門誌　隔月刊「BRAIN」を発行しており、
2005年にはブレインオリンピアードIHSPOを創設し
ました。2007年7月には国連経済社会理事会(UN-
ECOSOC)から協議的地位を与えられアメリカ、ニュ
ーヨークに事務所(KIBS-USA)を置き、国連NGO活
動を広げています。 
ホームページ www.kibs.re.kr

脳教育の修士・博士学位を取得することができる大
学院過程を提供する唯一の大学院です。韓国では初
めての脳教育学科、脳教育研究所を運営しており、
脳教育専門学術誌「JBE 脳教育研究」発刊を通じ
て脳教育の学問化をリードしています。また、脳教育
の哲学と原理、実践的方法論など領域別学位過程
で国学と脳教育学科、平和学科を開設しました。 
ホームページ www.ube.ac.kr

脳融合分野である脳教育を修得する4年生学士過程
で、2011年グローバルサイバー大学に始めて脳教育
融合学部が開設されました。脳科学を通した脳に対
する理解、脳と人間に対する根本的哲学探究、脳教
育的方法論、脳教育の未来展望と適用、脳発達プロ
グラム開発など、脳活用に対する探求と実践を総合
的に試みる専攻で、脳を理解して活用できる脳教育
専門家養成を目標にしています。 
ホームページ www.global.ac.kr



(社) 青少年メンタルヘルス人間性教育協会

的に試みる専攻で、脳を理解して活用できる脳教育
専門家養成を目標にしています。 
ホームページ www.global.ac.kr

ハンミンゾク固有の歴史、文化、哲学を研究、教育す
る韓国精神文化の殿堂です。2002年に設立された
代表的な民族精神教育機関で天安に本院を置き、
全国16都市に支部を運営しています。
海外支部はアメリカ、カナダ、日本、ドイツ、イギリス、

“青少年の人間性　脳の中に答えがある”というキャ
ッチフレーズを掲げた青少年メンタルヘルス人間性教
育協会は ▲弘益人間哲学のある人間性教育 ▲21
世紀　脳教育を通した人間性教育を標榜している青
少年の人間性教育団体。21世紀、脳科学を基に身
体、情緒、認知学習間統合的教育を追及し、脳教育
を通した体験型人間性教育を実践しています。
ホームページ www.youthinsung.org

ロシア、ブラジルにあります。 現在まで政府部署と地
方自治体、軍士官学校生と特殊戦司令部、会社員、
学生、主婦など多様な階層の国民150万人が教育課
程を履修しました。
ホームページ www.kookhakwon.org

(社)国学院

11国際脳教育協会｜2014国連グローバル·コンパクト（UNGC）参加レポート
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지구시민운동연합로고

・ 地域別脳教育協会　　　　　　　　　　　脳教育講座、研修、ハッピースクー

　ルなど、脳教育普及非営利団体 www.youthinsung.org ・ ブレイントレーニングセンター　　　　　　　　　　　　　　　成人ストレス調節および脳を

　基盤とした個人健康管理およびトレーニング www.brainhhsp.com

  認証機関

国際脳教育協会は教育、健康、文化などの領域で脳
教育の教育哲学を支持し脳教育普及に参加している非
営利/営利団体を加盟団体兼認証機関としています。

・ 地球市民運動連合　　　　　　　　　　　地球人哲学、地球市民運動展開

　非営利民間団体 www.earthact.org

・ (株) HSPコンサルティング　ユダップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　企業教育 HRD 脳教育認証機関 www.u-dap.com

・ (株) BR脳教育　　　　　　　　　児童/青少年　脳教育認証機関

　脳教育5段階に基づいた体験的教育方法適用

　www.brainedu.co.kr

・ (社)韓国脳教育院　　　　　　　　　　　ハッピースクール、青少年人間性

　教育、脳教育教員研修専門機関 www.hanedu.org

・ (株)キッズ脳教育　　　　　　　　　　幼児教育脳教育認証機関

　全人的教育のための体験型幼児の脳発達プログラム

　幼児教育機関提供。 www.brainddori.com

・ (株)DAHNWORLD

  （株）DAHNWORLD JAPAN （イルチブレインヨガ ）
　  www.dahnworld.co.jp（ ilchibrainyoga.com ）

　ブレイン体操、脳呼吸、ブレイン瞑想等、脳科学基盤瞑想教育機関

・ BR集中力医院　　　　　　　　　健康管理　脳教育認証機関　集中力、

　情緒調節、脳機能向上脳専門 www.attentionclinic.co.kr

・ (株)ブレインワールドコリア　　　　　　　　　　　　　　脳教育eラーニングコンテンツ

　提供およびウェブサイト運営 www.brainworld.com

・ (株)ハンムナマルチメディア　　　　　　　　　　　　　　

　脳関連専門出版社 www.hanmunhwa.com

・ (社)全国国学気功連合会　　　　　　　　　　　　　　国民健康増進と人間性育成の

　ために国学気功を国民生活体育で普及 dahn.sportal.or.kr

www.dahnworld.com
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 2009年 国連グローバルコンパクト
公式加盟社承認

国際協力

国際脳教育協会は国際社会貢献をより一層率先して
行うため、2009年2月国連グローバルコンパクトに加
入しました。

国際脳教育協会　李承憲会長は“2008年1月8日 
アメリカ　ニューヨーク市が ‘脳教育の日’を制定す
るなど、脳教育は人間の脳が持つ根本価値を回復し
て市民の健康を高める体験的教育方法論でアメリカ
社会の注目を浴びている”としながら“国際脳教育協
会は国連グローバルコンパクト加入を通じて国際社会
に対する貢献努力をより一層率先して行う”と明らか
にしました。

国際脳教育協会はニューヨーク本部から公式加入
承認を受けた後、国連グローバルコンパクト韓国協会
にも正式登録を終えました。

国際脳教育協会は 2010年6月30日　国連広報局
(United Nations Department of Public Informa-
tion : DPI)に公式協力NGOとして承認されました。 

国連広報局は1947年に設立されて以降、世界の
NGOらとパートナーシップを結び共に仕事をしていま
す。国連広報局に公式に加入したNGOの代表は、国
連本部に出入りする資格を与えられ、毎週国連で開
かれるNGOブリーフィングとコミュニケーションワー
クショップ、例年NGOカンファレンス、オリエンテーシ
ョン、プログラム等を通して国連の活動および世界問
題と接して議論できる権限を持ちます。 

国際脳教育協会は国連広報局公式NGO資格の承
認を受け、より一層積極的に国際機構、政府、非政
府機関らと協力し世界平和を成し遂げるツールとして
“脳教育”を国際社会に広め国連のビジョンに貢献
することができるようになりました。

2010年
国連広報局公式NGO承認

国際脳教育協会｜2014国連グローバル·コンパクト（UNGC）参加レポート
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 “今から8年前である2000年、私は国連本部本会議場で開催された

‘国連ミレニアム世界平和会議’ 参加のためにこちらを訪問しました。私の順番になった時、

私は‘平和の祈り’というメッセージを発表しましたが、その中に次のような文面がありました。 

‘神が創造されたこの地球を私たち全人類は繁栄させなければなりません’ 

‘平和の祈り’を朗読する時、私は決して祈りだけで終わらせはしない、と思いました。

平和を実践できる道具と方法をつくり、必ず再びその場に立つことを心に誓いました。

それは27年前、私が人生に対する根本的な疑問と、生死の分かれ目に置かれた時に体験した

強力な脳の現象により悟った選択でありビジョンそのものでした。  

平和実践のための道具、それがすなわち‘脳教育’です”

‒ 李承憲国際脳教育協会会長、2008年ニューヨーク国連本部で開かれた国際脳教育カンファレンス　歓迎の言葉より

ニューヨーク国連本部会議場
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“脳教育は健康、幸せ、平和を創造するために人間の脳の潜在性を開発して活用する教育です。”

脳教育とは

21世紀脳融合時代 複合的学問

脳教育の胎動は人類科学の頂点とする21世紀脳科

学の発達により脳融合時代が到来する過程で人間の

脳に対する理解が高まった時代的な流れの中に存在

します。“脳教育(brain education)”とは “脳関連の

諸般知識を活用し人間の本質的価値を自覚して人生

の中でこれを実現するための哲学、原理、方法を研究

する複合的学問”と言えます。すなわち、脳を生物学

的対象としてではなく、全力を注いで活用し開発しな

ければならない教育的対象として見る、という認識の

変化を意味します。

東洋西洋の融合、

西洋脳科学と東洋精神文化の接ぎ木

個人的次元での脳教育は脳を教育の対象として見て、

脳が持つ無限の可能性と創造性を開発することによ

り、自身の健康と幸せ、価値実現に活用します。

1900年代から行われてきた脳科学の研究は、人間

の心理作用だと思われた思考、集中力、情緒作用な

どが全て脳の作用が基になっている事を明らかにしま

した。脳教育はこのような脳科学的研究成果と韓国

固有の精神文化が持つ核心原理と体系を組み合わせ、

脳を開発して変化を起こす実質的な教育方法論を提

示しています。 

平和技術、体験的方法論

社会的、人類的次元で脳教育は脳が究極的に平和を

指向することを自覚して平和を実践するようにする体

験的平和教育です。脳教育は人間の脳の中心価値を

“平和”と“地球”に置くことにより、一人一人の意識

を拡張させ平和を追求する存在として人間の脳の価

値を新たに認識できるようにします。知識を基盤に成

り立つその他の教育とは違い、脳教育は脳を持つ人

ならば誰でも可能な原理と体験的な方法論を通じて

自然に平和な地球をつくることに寄与します。

人間完成学、弘益人間 平和哲学

脳教育の究極的な目的は弘益人間の養成です。弘益

人間とはハンミンゾク固有の精神文化的資産であり

大韓民国の教育理念で、平和と共存を人間が追求す

るべき最高の徳目として実践する人です。このような

弘益人間の教育理念は国連世界人権宣言に明示さ

れた教育理念とも相通じます。 

韓国で確立された脳教育は、ハンミンゾク固有の人

間観、自然観、教育観を含んでいる“天地人”“弘益

人間”に含まれた人間学としての脳哲学、身体と心

を共に鍛える心身双修の生活習慣、ハンミンゾクの

仙道文化の中に含まれる人体循環原理と神人合一

の原理を土台にしています。すなわち、脳教育はハン

ミンゾクの精神文化的資産と21世紀未来資産であ

る脳科学を通じて確立された21世紀人間完成学と

いえます。

国際脳教育協会｜2014国連グローバル·コンパクト（UNGC）参加レポート
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脳教育5段階と脳運営システムBOS

長い間の教育現場での適用データを体系化して、科

学的研究と組み合わせて集大成としたのが、まさに脳

教育の統合的教育システム BEST(Brain Education 

System Training) です。 

脳教育は年齢別、段階別、領域別に合計360種類の

プログラムがあり、脳の健康、自己啓発、学校教育、

高齢者の健康など、その活用分野も多様で、全ての個

別プログラムは脳教育5段階を主軸として構成されて

います。 

特に、脳教育は人間の脳に対する新しい認識と運営

原理を取り入れた脳運営システムBOS(Brain 

Operating System)に基づき、脳教育の核心技術で

あるBOSは、長い間、人間の脳の根本価値に対する

探求と研究をしてきた李承憲会長によって開発されま

した。

脳運営システム

BOS (Bra in Operat i ng System)

人間の脳の統合的、均等的発達を促すBOSは、1段

階 Brain Sensitizing(脳の感覚を目覚めさせる)、2

段階 Brain Versatilizing(脳を柔軟にする)、3段階 

Brain Refreshing(脳を浄化する)、 4段階 Brain 

Integrating(脳を統合する)、 5段階 Brain Master-

ing(脳の主になる)の5段階で構成されています。

脳の構造と機能次元で、BOSは大きく3層構造で成り

立つ脳の機能を1段階ずつ活性化すると同時に回復

していくことになります。“活性化する”ということは、

本来の機能をまともに使えるようにするという意味で

“回復する”ということは、その本来の機能が発揮で

きないように防いでいる障壁を破るという意味を持ち

ます。 

20世紀、コンピューター運営システムOSが人間の生

活を便利にしたとすれば、21世紀、脳運営システム

BOSは、なくした人間の脳の根本価値を回復する解

決法を提供し人間の生活の質を高める“ヒューマンテ

クノロジー(Human Technology, HT)”の核心技術に

位置づけられつつあります。

脳の感覚を
目覚めさせる

脳の柔軟化

脳の主になる

脳の浄化

脳の統合
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人間の価値はその人が脳の中に持っている情報の質と

量により変わります。脳の中に“平和”と“地球”という

情報が中心価値にある時、はじめて人類は持続可能

な平和をつくる根本的な変化を迎えるでしょう。

人間は脳を持っていますが、その脳をどのように使う

べきかは良く分かっていないのです。人間は教育を

通じて変化することができますが、知識伝達中心の

教育は実質的な意識と行動の変化をもたらすには、

様々な限界があります。脳教育は地球上に住んでいる

一人一人が平和的な脳をつくる原理と方法を体得する

ことによって、持続可能な平和実現のための人間の

意識変化を、その中心役割にしています。

1. 体験的方法論を通した脳の実質的変化創出 

“健康な身体に健康な精神が宿る”という言葉が

内包しているように、身体の健康は積極的で肯定的

な学習態度の基礎です。脳教育で開発した多様な

ブレイン体操プログラムは、肯定的エネルギーを高め、

集中力と忍耐心を養うよう手助けします。 

また、脳波振動、エネルギー瞑想など、脳教育の自己

省察プログラムは自らを客観的に眺めるように訓練さ

せます。このような訓練を通して教育に能動的に参加

するのに重要な要素である自尊心と情緒調節能力が

養われます。 

教師は、幼児および青少年期の脳の発達特性を理解

し、それに適切な知識と方法論を備えなければなりま

せん。知識中心の学習方法から抜け出し、脳を実質

的に変化させる体験的教育方法論が積極的に導入

されるべきです。

2. 児童固有の価値を尊重する

　　児童人権中心の教育 

 

児童人権を重視する教育の究極的な目的は、児童が

人間としての可能性を完全に実現できるように手助け

することなのです。知識伝達と画一的な評価中心の

教育は大多数の子供達を教育の恩恵から除外させ、

進んで社会的、経済的不平等と葛藤を深刻化させ

ます。 

脳教育は競争と比較が基準ではなく、内面省察を通

した自身の固有価値と人生の目的を探すよう案内しま

す。そして脳教育5段階により自身が設定した価値と

目標実現のために脳を活用する方法を訓練します。

入試中心の教育で深刻なストレスが表面化している

韓国の教育状況の中で“ハッピースクールキャンペー

ン”を通じて多様な進路/人間性プログラムを適用し、

自分だけの夢を探していく学生が増え、これによって

学校が活気に満ちて明るい雰囲気に変わる事例が

多いです。 

3. 地球の価値、平和的な脳をつくる教育

人類の持続的な未来のために全地球的協力の必要

性が大きくなっています。多様性に対する理解と尊重、

生命の土台としての地球に対する共同の責任意識が

持続可能な平和のための脳教育の役割

国際脳教育協会｜2014国連グローバル·コンパクト（UNGC）参加レポート
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ある時にだけ、このような全地球的協力が現実化され

るのです。 

脳教育は弘益人間養成を目標としています。脳教育

は児童が弘益人間の価値に対する切なる思いが内在

することを体験して、現実の中でこのような価値を

自ら創造していけるように導きます。 

2008年から国際脳教育協会の提案で繰り広げられ

ているハッピースクールキャンペーンは、このような

平和脳をつくる原理と文化を韓国公教育制度の中に

広めていこうとする努力の一環です。現在６００校

以上の学校が参加し、教育関係者達から多くの支持

を得ています。



[脳宣言文]

SPECIAL  

2001年6月15日“人間、地球、脳”に対する新しい価値を確認するために韓国で開かれた、第１回

ヒューマニティーカンファレンスに全世界の有識者達が参加しました。この日李承憲協会会長を

はじめとし、ヘナ・ストロングなど世界の有識者達は人類が直面している問題の解決策として

“地球人宣言文”を採択しました。根本的な認識の転換を前提としたこの地球人宣言文を通じ

脳教育の哲学的土台が公式化され、この宣言文は後に脳宣言文に発展しました。

わたしは　わたしの脳の主であることを宣言します。

わたしは　わたしの脳が無限の可能性と創造的な能力を持っていることを宣言します。

わたしの脳は、情報と知識を選択する主体であることを宣言します。

わたしの脳は、人間と地球を愛していることを宣言します。

わたしの脳は、本質的に平和を求めていることを宣言します。

I declare that I am the master of my brain.

I declare that my brain has infinite possibilities and creative potential.

I declare that my brain has the right to accept or refuse
any information and knowledge that it is offered.

I declare that my brain loves humanity and the earth.

I declare that my brain desires peace.

Take Back Your Brain!
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国際脳教育協会は、国連本部があるニューヨークに
アメリカ脳教育協会(IBREA-USA)を設立し、
2008年国際脳教育カンファレンスを基点に積極的
に脳教育普及を通したグローバルパートナーシップ
に参加してきました。 

以後、毎年国連本部でカンファレンスとセミナーを
開催し、教育･人権・平和など国連の主な目標を主題
として脳教育の活用方案および成果を議論する席を
設けています。特にエルサルバドルやリベリア、パラ
グアイなど開発と安定のための国際的協力が必要な
国家の国連代表部と交流し、教育援助の可能性を
議論する意義深い契機になっています。 

6年が過ぎた今、すでにエルサルバドルでは全国の
学校を対象に脳教育が拡大し教育の革新を起こし
ており、リベリアはテストプロジェクトの成功後、
全国で脳教育を拡大するための財源確保に取り
組んでいます。 

今後も国際脳教育協会は貧困撲滅と持続可能な
未来のための民間－政府間のグローバルパートナー
シップに参加しながら持続的に教育援助を拡張して
いきます。

教育援助を通したグローバルパートナーシップ参加



 

主要プログラム

02

▲左から　国際脳教育協会李承憲会長、神経科学者アントニオ・タマジオ博士、ジル・テイラー博士

脳教育国際カンファレンス開催

“教育の未来と地球のための希望(The Future 

of Education and The Hope for the Earth)”

という主題で開催されたカンファレンスは、国連世

界人権宣言60周年を迎え人類の当面の問題を振

り返り、それに対する実践的方法としてアメリカで

代替教育として注目されている韓国の脳教育の現

況と未来展望を共有する席でした。

 

この日のカンファレンスは国連の最終的目標である

人類平和が教育を媒体として実現できるという点、

そして国連本部で開かれた“脳”を主題とした大規

模な国際行事という点で注目を浴びました。 

ハニパ国連経済社会局NGO局長、リベラト・バチ

スタ国連NGO協議体議長、ヘルリン・コスルリン 

ユネスコニューヨーク議長、パクイング韓国国連大

使など50人余りの国連著名人が参加し、オスカル

・アリアス・ サンチェス　コスタリカ大統領、ヒラ

リー・クリントン ニューヨーク上院議員(現国務長

官)、マイケル・ブルームバーグ ニューヨーク市長な

ど多くの国際要人が祝辞を送って下さるなど、大き

な関心が寄せられました。

2008年 国際脳教育カンファレンス

行事概要

・主題：教育の未来、地球の希望（The Hope of

　　Education and The hope for the Earth) 

・主催：韓国脳科学研究院、アメリカ脳教育協会

・日時：2008年 6月 20日

・場所：アメリカニューヨーク国連本部カンファレンスルーム#2

・参加対象：10ヶ国の国連要人と教育者、科学者500人余り

― “脳教育と人権”主題発表 

・発表者: アメリカ脳教育協会　イソンウォン博士、ウルフ・
   レイモンド ジャマイカ大使、ヘルリン・コスルリン ユネスコ

   ニューヨーク議長、ハニパ国連経済社会局NGO議長

― 脳教育応用セッション

・“成功した高齢者のための脳教育”ジェシー・ジョーンズ

　  教授(カリフォルニア プロトン大学)

・“内面から習う教育”ウォリントン・パーカー アメリカ脳教育

　  協会副会長 

― “脳を活用した平和の文化教育”主題講演

・“神経科学、教育、そして文化”アントニオ・タマジオ

・“意図した通りに脳を動かす方法”ジル・テイラー博士

・“脳教育　人類の希望”国際脳教育協会 李承憲会長

― 脳教育ビジョン宣布式

・国連世界人権宣言60周年記念　脳宣言文宣布

・国際脳教育協会ビジョン提示
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▲▲左から　ヘルリン・コスルリン ユネスコニューヨーク議長、ウルフ・レイモンド ジャマイカ国連大使、リベラト・バチスタ 国連NGO連合体(CONGO)議長

カンファレンスは“脳教育と人権”セッションと“脳

教育応用”セッションに分かれた多様な議題発表

が続き、午後の特別セッションでは世界的な脳科

学者であるアントニオ・タマジオ、ジル・テイラー博

士、そして李承憲国際脳教育協会会長の講演とパ

ネル討論がありました。
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2009年 AMR 国連経済社会理事会
年次閣僚会議 ― 脳教育セッション

行事概要

・主題：公共健康で精神健康向上(Promoting Mental
   Health in the Context of Global Public Health)
・主催：国際脳教育協会、韓国脳科学研究院、
   国連NGO協議体、国連 -NGO-IRENE 
・日時：2009年 7月 6日 
・場所スイス ジュネーブ 国連本部
・対象国連関係要人、国際社会の精神健康分野
   団体および専門家100人余り

今回の国際セミナーは国連経済社会理事会年次
閣僚会議であるAMR(Annual Ministerial Review) 
会期のうちに開催され、国連関係者の注目を浴び
ました。脳教育セッションには100人余りの国連関
係者と国際社会の精神健康分野団体および専門
家が参加しました。 AMRは 2005年、国連首脳
会議で議論され2007年から国連経済社会理事会
が毎年開催する年次閣僚会議で、ニューヨークと
ジュネーブ国連本部において交代で開催されており、
国連が追求する国連ミレニアム開発目標(MDG) 
完遂に焦点を置いています。

共同主催者である李承憲会長(国際脳教育協会)と
リベラト・バチスタ議長(国連NGO協議体)をはじ
めとし、ハニパ・メジョー会長(国連 -NGO -
IRENE)、ジェニス・ウェツル博士(国際社会福祉社
協会代表)、サエダ・アグレビ会長(チュニジア母親
協会)、マリアナ・ウォンストン博士(国際脳教育協
会研究委員)、ケン・ダルホ博士(ブリティッシュ
コロンビア医科大学)、トルキル・クリンボグ博士
(スウェーデンカロルリンスカ研究所)等が主題発表
をしました。

李承憲国際脳教育協会会長は主題発表で“人間の
脳は生理学的・医学的対象ではなく、私達がその
価値を正しく認識すべき人類未来の最高の資産で
あり、政治・社会・経済のすべての活動が脳の機能
から始まる。もう脳に対する認識が変わらなければ
ならない時期だ”と脳に対する認識転換の必要性を
説明しました。 

また、韓国で始まった脳教育は、教育問題だけで
なく人類の精神健康問題解決のための鍵で、国際
社会の共感の中、国連経済社会理事会年次会期
中に開催される今回のジュネーブ国際セミナーは、
人類の精神健康問題にあたって韓国の脳教育が
その役割と責任を全うすることを宣言する席だと
強調しました。
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2011年 ニューヨーク市 脳教育の日
2周年記念 脳教育セミナー

行事概要

今回のセミナーは2009年1月8日ニューヨーク市の

マイケル・ブルームバーグ市長が宣言した“ニュー

ヨーク市脳教育の日”2周年記念行事であると同時に

国連経済社会理事会(UN-ECOSOC)の2011年の

年次閣僚会議主題である“教育”に対する韓国

脳科学研究院の国連経済社会理事会NGO公式

活動として開催されました。 

セミナーはハニパ・メジョー国連経済社会理事会

NGO前局長主管で進行されました。オープニングでは

リベリア次席大使が“脳教育の日”を祝って発展

途上国の子供達により多くの教育機会と脳教育の

必要性を強調しました。引き続きユネスコで皆の

ための教育“The six Education for All goals

(EFA)”に対するブリーフィングと共に脳教育が 

EFA目標を成し遂げるのために重要な役割を担う

事を要請する基調講演が進行されました。 

自由討論では戦争という惨事に苦しむ子供達の

ために脳教育の必要性が提示されました。リベリア・

タンザニア・コモロス代表部でした討論では、脳教育が

アフリカ国家に伝えられるべきだという主張が出て、

2月にラウンドテーブルミーティングの席を持とうという

意義深い結果を導き出しました。

特に韓国で広告の天才と呼ばれているイチェソク

さんが、声のない言語として平和のメッセージを伝える

広告を通したソーシャルキャンペーンとして、反戦・

飢餓・地球環境を実践するイメージを発表し、参加者

達から感嘆の声が上がりました。

・主題：Brain“Education for All”: How to Promote
　　    “The six Education For All goals(EFA)”
・主催：国際脳教育協会、韓国脳科学研究院 
・日時：2011年 1月 7日
・場所：アメリカ ニューヨーク 国連本部
・対象：21ヶ国の国連代表部外交官と40人余りのNGO関係者
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03エルサルバドル公教育に脳教育導入

2011年　エルサルバドル脳教育
テストプロジェクト

プロジェクト概要

期間：2011年 6月~8月(3ヶ月)
対象：首都サンサルバドル近郊トナカタペケ市の
          セント・エスコラールディストリクト・
          イタリアスクールの学生39人と教師24人
内容：毎週月～木曜日1時間ずつ
          脳教育クラスの運営および効果検証
参加機関：国際脳教育協会、IBREA Foundation、
                  韓国脳科学研究院
後援：エルサルバドル国連代表部、
          エルサルバドル教育部
          IMU(Woman’s Institute)

事業成果

― 学生の欠席率減少、性差別減少、自信感向上、
  ストレス減少および情緒状態の増進が目立つ。
― 体験的教育プログラムで学生参加度が高く
  持続的な教師教育実施の呼び声が高い。
― テストプロジェクトの成功に促されたエルサルバドル
  セレン副大統領が自国公立学校に対する支援拡大を
  要請し、これに対し韓国政府は“教育科学技術部
  グローバル教育支援事業”を通じ、
  4つの学校に教育支援を決定した。

出所：《エルサルバドル脳教育パイロットプロジェクト研究評価報告書》
　　　エルサルバドル外交部

2011年1月 国連本部で開かれた国際セミナーに

エルサルバドル国連代表部のカルロス・ガルシア

国連大使が参加し、21世紀脳科学－教育融合トレ

ンドに伴う新しい教育方法論に関するアメリカ教育

現場の適用成功事例を知ることになりました。

これに対しカルロス国連大使は本国に脳教育導入

を提案し、2月にエルサルバドル外交部と教育部は

公式に教育援助を要請しました。 

 

長い間の内戦の傷で社会的暴力問題が深刻なエル

サルバドルは、多くの国際機構の援助がありますが、

教育問題解決はまだ微々たるものでした。エルサ

ルバドルの青少年は劣悪な環境と困難を克服する

のは難しいという否定的な意識が強く、未来に対

する夢と楽観的希望を持つことができず、比較的

早い時期から社会的犯罪に関わる場合が多いです。

これに対しエルサルバドルの学校はもちろん、教育

部をはじめとする政府次元で改善方案を苦心して

いる状況でした。

2011年 テストプロジェ

クトはエルサルバドルの

10地域のうち、暴力問

題がもっとも深刻なサ

ンサルバドルの学校で3

ヶ月間進行されました。

3ヶ月間サンサルバドル

内ディストリクトイタリ

アスクールの学生と教師を対象に情緒育成と自信

強化のための脳教育クラスを運営した結果、学生の

欠席率減少、性差別減少、自信向上、ストレス減少

および情緒状態増進に著しい効果が現れました。
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テストプロジェクトの成功に促されたエルサルバドル 

セレン副大統領の要請で韓国政府は“教育科学技

術部グローバル教育支援事業”を通じて４つの学校

に教育援助を実施することになりました。2012年に

実施された“エルサルバドル学生の情緒調節および

自尊心向上のための公教育支援”事業はテストプロ

ジェクトとは違い脳教育の学校定着および持続性の

ための専門教員養成と教育コンサルティングに重点

を置きました。

事業推進過程

・総期間：2012年7月̃2013年5月

・2012年7月~8月：資料収集および分析、専門家

  グループ協議、教員養成 教員プログラム開発 

2012~13年　韓国教育部公的開発
援助(ODA) -エルサルバドル学生の
情緒調節および自尊心向上のため
の公教育支援事業

・2012年9月~11月：教員養成教育および学生対象

  試験教育実施

・2013年2月~3月：補習教育およびコンサルティング

・2013年4月~5月：成果分析および最終報告 

脳教育専門教員養成プログラム

・対象: 4校の学校教師 79人 

・教育内容：脳教育5段階にともなう

  段階別研修プログラム、全20回(各1時間30分)

・施行結果

教員養成教育履修率は、全79人中74人で、教育

満足度総合評点は5.0点満点中4.9点で教師達の

このプログラムに対する信頼と満足度は非常に

高かったです。

教師達は本人が受けた教育内容がエルサルバドル

の学生達の情緒調節と自尊心を向上させようと

する目標と非常に高い関連性があると答えました。

また、教師達は今回のプログラムを通じて自身の

感情を調節することが出来る方法を習うことになった



学生対象試験教育

事業の成果

学生試験教育効果分析結果、初等の場合情緒調

節力と自己尊重感、全てにおいて有意義な変化が

表れました。試験教育終了2ヶ月後の検査結果でも

プログラムの効果が持続していることが確認できま

した。中等の場合も情緒調節力と自己尊重感、

心理的安定感で意義のある変化が見られました。

しかし、2ヵ月後に実施した検査との比較では情緒

調節力は持続的効果を表しましたが、自己尊重感

は持続性が見られませんでした。これは、自己尊

重感を構成する下位要因である社会的、家庭的

自我感を維持することが出来ない環境に露出した

ためであるものと推定されます。 

2012年 グローバル教育援助事業は国連ミレニアム

開発目標に符合する韓国型公的援助の新しい教育

モデルを提示しました。20世紀貧困脱出の代表的な

発展モデルである韓国は、先進国跳躍のカギとして

"教育"を挙げます。教育は制度とインフラの支援も

重要ですが、究極的には教育対象者の実質的変化が

核心です。今回の事業で目標にした、自立出来ることを

信じる実践意志と共に、貧困の中でも自らの価値を

高める自己尊重感の向上は、今後エルサルバドルの

変化が持続的で自生的に起こるように助ける基盤と

なるでしょう。何より2011年テストプロジェクトとは

違い、教師養成に焦点を合わせた今回の教育援助

の成果はより一層波及評価が大きく、また持続性が

あると期待されます。 

韓国の教育援助が終了した後、エルサルバドル教育

部はエルサルバドルのほぼ全ての学校に該当する

1,800余りの学校に脳教育を公教育カリキュラムと

して導入することにしました。このためにエルサルバ

ドル教育部は、エルサルバドル教員福祉団体

(ISBM)と国際脳教育協会との間にMOU(覚書)を

た点と、具体的に役立つ活動が多かった点に高い

点数をつけました。

・目標：教員養成

・対象：4校の学校

  教師・学生140人

プログラムと併行

して学生対象試験

教育を実施するこ

とにより、現場教

員に実習機会提供

、学生教育プログラ

ムの現地フィード

バックおよび補完

・教育内容：脳教育 1～3段階を適用した

  脳教育クラス全16回(各1時間30分)

・施行結果
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締結しました。この3次脳教育普及プロジェクトが完了

する頃には隣接するラテンアメリカ国家にも拡大

適用できる事業モデルが出てくるでしょう。 

出所：《エルサルバドル学生の情緒調節および自尊心向上のための公教育
     支援－脳教育コンサルティングおよび専門教員養成》韓国教育開発院

エルサルバドル トナカタペケ市ディストリクトイ

タリアに2012年10月17日“平和のプール”が

建設されました。このプールの建設で子供達は

自由で安全な遊び場所を持つようになりました。

サンチェス・セレン エルサルバドル教育部長官

は完工式に参加し、脳教育プログラムとプール

建設を提案し推進した国際脳教育協会李承憲

会長に感謝状が贈呈されました。
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全国脳教育専門教員養成プロジェクト進行状況2013年 エルサルバドル教育部 -
脳教育専門教員養成全国拡大実施

・2013年7月2日：事業着手記念式 

・2014年2月27日：177校の学校長、健康関連専門家

  100人、地域教育庁奨学官14人 脳教育指導者

  資格取得

・2014年6月以後：200人余りの2次グループ脳教育

  専門教員養成教育履修 

韓国教育部の援助終了後、エルサルバドル教育部は

2013年7月から10ドル規模の独自予算を投じ専門

教員養成教育を全国的に拡大実施しました。エル

サルバドル教育福祉団体(ISBM, Instituto Salva-

doreño de Bienestar Magisterial - the institu-

tion taking care of educators' holistic health)

が費用を共同分担する脳教育普及3次プロジェクト

は、エルサルバドル全国を４つの地域で分けて施行

されています。

2013年2月現在177校の学校長、健康関連専門家

100人、地域教育庁奨学官14人が1次グループとし

て脳教育専門教員養成課程を履修し、2014年7月

から2次グループの教育が進行されています。国際

脳教育協会はエルサルバドルを4つの地域に区分し

、まず学校長に脳教育の専門教員養成教育を実施

し、それから各学校長によって学校の教員を教育さ

せる方式で普及していきます。
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04

・期間：2011年10月28日～30日

・場所：フィリピンタガイタイ市

　　　　　St. Scholastica's Center for Spirituality

・対象：学校教師および学校関係者20人

2011年　フィリピン タガイタイ市教員対象
脳教育ワークショップ

プロジェクト概要

国際脳教育協会はフィリピン国連代表部のフィリ

ピン公教育導入検討要請により、フィリピン現地で、

教師および教育部関係者20人を対象に3日間

脳教育研修を実施しました。それと同時に、現地で

ユニセフフィリピン委員会ディレクターおよびフィリ

ピン教育部と会い、その可能性に対し議論をしまし

た。
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05

トラウマ経験、性アイデンティティに対する否定的な

経験は全て減少しました。この報告書を提出した

カメン・ローランド博士はこれを基盤に脳教育が

動機付与、自尊心、友達関係、自制心、ストレス管理に

大きな効果があると説明しました。彼は脳教育プロ

グラムをリベリア内の別の地域に拡大実施し、

進んで学校教科科目の一部に含む方案を支持すると

結論付けました。

出所: 《リベリア モンロビア脳教育評価報告書》カメン・ローランド

2011年1月 国連本部で開かれた脳教育カンファレ

ンスを通じて脳教育の効果に関する報告に接したリ

ベリアからは、自国にも脳教育導入を希望する意向が

伝えられてきました。1年間リベリア外交部との長い

間の議論の末に、2012年3月、２つの学校3班を対象に

12週脳教育テストプロジェクトを始めました。

 

14年間の長い内戦が終息し2006年に執権した

リベリア ジョンソン・サーリーフ大統領は、脳教育が

戦争の痛みを体験した子供達に人生の希望を伝え、

脳の価値を発見し、自身の人生を能動的に切り開く

助けになることを期待する、と明らかにしました。

リベリア脳教育普及進行状況

・2012年1月：リベリア教育部教員2人、脳教育国際

 リーダーシッププログラムであるWYL (World Youth

 Leadership)とBMC(Brain Management Con

 sultant:脳経営管理者)資格コース 履修 

・2012年3月: 2つの学校、3班を対象に12週にわたり

 脳教育テストプロジェクトを実施

・2012年5月: リベリア師範大学教授対象脳教育

 ワークショップ開催

・2013年10月:  韓国国際協力団(KOICA)の民間

 事業発掘支援でリベリアの10校への脳教育普及

 拡大事業妥当性調査

2012年テストプロジェクト事業成果

《リベリア、モンロビア脳教育評価報告書》によれば、

脳教育を経験した学生達は自尊心、性別関係、

自己価値、友達関係、自制心、全ての面で向上した

ことが明らかになりました。反面、トラウマ症候群

2012~13年　リベリア脳教育普及事業 ― 
テストプロジェクト遂行とKOICA民間事業発掘支援

国際脳教育協会｜2014国連グローバル·コンパクト（UNGC）参加レポート
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06 2013年アフリカ シエラレオネ
“脳教育プロジェクトと地球市民運動”MOU締結

今後の計画

韓国地球市民連合主幹でボーにある職業訓練院で

地球市民運動と脳教育課程を訓練プログラムとして

提供します。職業訓練院の脳教育テストプロジェクト

が成功すれば全国にプログラムを拡大して地域モデ

ルをつくる予定です。同時に少年院にはノートや鉛筆

など学業に必要な基本的物品を支援する計画です。 

2012年リベリアの脳教育テストプロジェクトの成果に

接したシエラレオネ政府から国連代表部を通じて脳

教育導入の要請がありました。 

シエラレオネ社会福祉部・外交部はシエラレオネの首

都フリータウンで国際脳教育協会、韓国地球市民連

合と2013年12月9日“脳教育プロジェクトと地球市

民運動”に関する覚書(MOU)を締結しました。脳教

育プロジェクトと地球市民運動でシエラレオネの子供

と若者が自分自身の価値を悟り未来を創造する事が

できる自信を回復するようになることが目標です。

プロジェクト経過

・12月2日: シエラレオネ外交部長官および教育部

知り幸せになりました。

関係者ミーティング － シエラレオネ外交部長官は

“戦争の後遺症で多くの青少年と若者が今も精

神的苦痛を味わっている”ということを前提にし、

"シエラレオネの青少年が学校を退学し路頭に迷い

犯罪を起こす事が最も深刻な社会問題の一つである"

と説明しました。

・12月4日: シエラレオネ第2の都市ボーに位置する、

女性・青少年対象職業訓練院 訪問、教育可能な

施設の点検および関係者ミーティング

・12月5日: フリータウンにある少年院を訪問、現地

調査および収監されている学生(14～17歳)とスタ

ッフ対象の脳教育進行－少年院に収監されている

子供達は切実に助けを必要としている状態でした。

少年院から出て学校に入学し、新しい生活を送り

たがっていました。この日の脳教育授業で子供達が

“全ての人の脳は本質的に平和を望む”ということを

・12月6日: シエラレオネ社会福祉部長官および関係

者達とラウンドテーブルを開催、現地調査を基に、

シエラレオネの場合、脳教育に集中するよりは韓国

の地球市民連合と提携した少年院物品支援が優先

されることが確認されました。これに対しシエラレオ

ネ社会福祉部関係者達に地球市民運動に対して説

明し、今後シエラレオネの青少年のメンタルヘルス向

上の為の適用計画を議論する時間を持ちました。

・12月6日: シエラレオネ社会福祉部・外交部、国際

脳教育協会、韓国地球市民連合がMOU締結。
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07 2014年　パラグアイ教員対象脳教育国際研修

研修概要

教育概要：脳教育の理解と体験

講 師：キムナオク国際脳教育協会副会長

対 象：パラグアイの教師20人

場 所：忠北　丹斎研修院

日 時：2014年5月29日木曜日(3時間)

講義概要および目標

脳教育の原理、基本的な実習体験、海外成功資料

共有を通じ韓国脳教育に対する理解と重要性を知らせる。

知識に関係なく脳の実質的変化をもたらすことが

強み”としながら“脳教育を通した海外教育援助成果が

著しい理由”と明らかにした。

パラグアイ エヴァンヘリカ教育大学教授であるエドガ

ール・オスバルド、プリスエラ・ペラ研修団長は“韓国

の脳教育が校内暴力解決に役に立ち、学生達のスト

レスを解消し情緒安定にも役立つようだ。韓国との

協力が上手くいきパラグアイの学校にも脳教育が普及

される日が来ることを期待する。韓国に関心を持って

いただけたら嬉しい”と研修の感想を伝えました。

国際脳教育協会は忠清北道教育庁の“2014パラグアイ

先導教員招請教育情報化研修”に参加するために韓国

を訪問したパラグアイ教育文化部、教員20人を対象に

“脳教育の理解と体験”国際研修を進行しました。

忠清北道教育庁は2012年から交流協力国教育情報化

支援事業を施行しているが、2014年にはパラグアイ

教育文化部教員20人を招請、ICT基盤授業設計、

スマート教育、教育現場見学および韓国文化体験

など、多様な教育プログラムを提供しました。

今回の研修では脳教育の原理を基にブレイン体操、

自己瞑想など実習基本体験、中南米エルサルバドル

脳教育成功事例共有など、3時間の課程になりました。

研修を進めたキムナオク国際脳教育協会副会長は

“弘益人間の全人教育哲学を基盤とした韓国の

脳教育は体験的プログラムを重点にし、言語、文化、

国際脳教育協会｜2014国連グローバル·コンパクト（UNGC）参加レポート
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公教育正常化のための脳教育の役割

青少年メンタルヘルスシンポジウム開催

1.

韓国公教育支援事業

2.

40

42
・行事概要

・主な事例発表

21世紀 脳融合時代 ― 脳教育希望報告書

中南米 エルサルバドルに花を咲かせた脳教育プロジェクト 

教育部グローバル教育援助経過報告

校内暴力予防および根絶 ― 韓国 忠北 ヒョンソ高等学校

配慮と疎通の学校文化づくり ― 韓国 蔚山 カンナム中学校

脳と親しくなる環境と幸せな教室づくり ― 韓国 大田 ユピョン小学校 

教師の夢と情熱を回復する教師ヒーリングキャンプ

[SPECIAL PAGE]ハッピースクールキャンペーンとは？
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01 公教育正常化のための脳教育の役割

また、エルサルバドル公教育に適用した脳教育プロ

グラムのモデルになった韓国の"ハッピースクールキ

ャンペーン"（報告書59ページ参照）がもう一度証明

される契機にもなりました。

児童権利保護のためのビジネス原則(Children’s 

Rights and Business Principles)は、児童は保護の

対象ではなく人権の主体であり労働現場だけでなく

企業、学校、家庭など社会全般的に児童の人権増進に

努力を傾けることを勧告しています。

国際脳教育協会は青少年が教育を通じて自己啓発と

幸福追求の機会を充分に保証されるように、持続的に

脳教育プログラムの公教育導入を支援し成功事例を

教育界と共有することにより、この原則を実践していく

でしょう。

韓国青少年は行き過ぎた競争と入試中心の教育で

5年連続OECD国家青少年幸福指数最下位を記録

しました。特に2012年、校内暴力と成績悲観による

青少年の自殺が社会問題として膨らみ、韓国の教育

に対する自省と人間性教育の強化で代案を探そうと

する動きが起こり始めました。 

これに対し国際脳教育協会は2013～14年の2年間に

かけて青少年メンタルヘルスシンポジウムを開催し、

人間性教育の成功事例として国内外の脳教育導入

事例を紹介しました。2007年に始まり600校を超

える学校が参加している国内ハッピースクールキャン

ペーンを通じ、子供達の情緒調節力と自己反省能力

が向上し、配慮と尊重の学校文化が醸成された多く

の事例を共有する契機になりました。また、人間性

教育の実践的教育方法論としての脳教育の可能性を

確認することが出来ました。 

2013年 ソウルで開かれた国際シンポジウムではエ

ルサルバドル教育援助奨学学校の一つであるホアキ

ンロデスト学校長が韓国を訪問し、脳教育を通じて

学校とエルサルバドル青少年に起きた奇跡のような

変化を紹介しました。この学校の事例はマスコミだ

けでなく教育関係者達に大きな反響を呼びました。



総 4,087 人

ソウル
7,008人

キョンギ
27,437人

インチョン
3,926人

チュンブ
3,841人チュンナム

1,143人
テジョン
3,450人

チョンブ
3,085人

カンジュ
4,135人

キョンナム
12,196人 プサン

4,993人

蔚山
6,113人

テグ
9,581人

キョンブ
14,730人

カンウォン
1,279人

チョンナム
2,790人

チェジュ
2,403人

全 108,110人

ソウル
4

キョンギ
30

インチョン
3

チュンブ
15 チュンナム

5
テジョン

24

チョンブ
 5

カンジュ
1

キョンナム
56 プサン

2

蔚山
3

テグ
58

キョンブ
5

チョンナム
1

計 212ヶ所

[国内公教育　脳教育普及現況]

1. ハッピースクールキャンペーン協約学校 (累積)

2. 脳教育職務研修履修教師

※教員研修は国際脳教育協会認証機関である(社)韓国脳教育院が韓国の市・道教育庁に指定承認を受け、

　　夏休みおよび冬休みに30時間の脳教育職務研修課程で運営される研修です

3. 脳教育履修学生
　　(2014年9月現在)

4 .  乳児脳教育導入幼稚園/子供の家
　　(2014年9月現在)

41国際脳教育協会｜2014国連グローバル·コンパクト（UNGC）参加レポート

教師数

学校数
（累積）
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02 青少年メンタルヘルスシンポジウム開催

行事概要

―2013年　青少年メンタルヘルスシンポジウム

　・主題：脳、幸福教育を話す

　・日時：2013年8月～11月

　・主催：国際脳教育協会

　・後援：教育部、ブレイントレーナー協会

　・開催都市：テグ、インチョン、チョンジュ、プサン、

　　　　　　　　　　ソウルなど5都市

　・参加対象：教育関係者と父兄、学生など 

―2014年青少年メンタルヘルスシンポジウム

　・主題：脳科学基盤人間性教育として脳教育の効果

　・日時：2014年 5月~6月

　・主催：国際脳教育協会

　・後援：教育部、青少年メンタルヘルス人間性

　　　　　　 教育協会、ブレイントレーナー協会

　・開催都市：蔚山、テジョン、スンチョンなど3都市

　・参加者：教育関係者と父兄、学生など

主な事例発表

・21世紀　脳融合時代、脳教育希望報告書

― キムナオク国際脳教育協会副会長

・中南米　エルサルバドルに花を咲かせた脳教育プロジェクト

― グロリア・ミュラー エルサルバドルホアキンロデスト校校長

・教育部グローバル教育援助経過報告

― ハテミン　グローバルサイバー大学脳教育融合学部教授

・“ハッピースクール”キャンペーンで校内暴力予防および根絶 

― イユンソン チュンブ ヒョンソ石中学校教師

・配慮と疎通の学校文化づくり 

― ソンヨンスン　蔚山広域市カンナム中学校校長

・脳と親しくなる環境と幸せな教室づくり

― ユンソヨン　テジョン広域市ユピョン小学校教師

・教師が夢と情熱を回復する教師ヒーリングキャンプ

― コビョンジン　弘益教員連合代表
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一生発達するという“脳の可塑性原理”を基盤に、

体の五感全体を活用して集中を通じ内面の感覚を

活性化させ脳に実質的な変化をもたらす体験的

教育方法論です。 

脳教育プログラムは青少年が創意性と人間性、学習

力をまんべんなく発達させられるように構成されてい

ます。体と心と脳を活性化させる身体活動、自尊心と

自己アイデンティティを育成する活動、情緒を調節する

活動、生活の中での実践意思を持てるようにする

活動、人生の目的と方向性を持てるようにする活動

などが共に成し遂げられるように体系化されています。 

脳教育は学校暴力や自殺、学業ストレスで汚染され

た青少年のメンタルヘルスを増進させる根本的な代

案です。また、私と家族だけの幸福ではなく、人類の

幸福と平和実現を人生の目的とする弘益精神を教え

るグローバルリーダーシップ教育プログラムです。 

そして、国際脳教育協会は脳教育学術、研究、人材

養成機関と緊密な協力構造の下、脳教育の国際的

普及に力を入れています。エルサルバドルとリベリア

など開発途上国に脳教育援助が成される一方、アメ

リカでも300余りの学校に脳教育が導入され学生

達の出席率が高まり教師に対し礼儀正しくなり学習

態度が変わり、大きな感銘を受けたワシントンＤ.Ｃ、

ニューヨーク市ハワイなどアメリカ２６の都市で"脳

教育の日"を指定しました。ドイツでも13の公教育現

場に脳教育が導入されています。

(2013青少年メンタルヘルスシンポジウム講演より)

大韓民国教育の現実と青少年精神健康の問題を

解決する核心は脳にあります。学習活動、内的な動機

付与、情緒調節など全ての精神的な活動が脳で成り

立つためです。 

脳は精神的災害、貧困、紛争、地球温暖化など全地球的

問題を解決することが出来る人類の最後の資産であり

全ての創造の源だと言われます。すなわちこのポイントが、

脳が持つ真の価値である平和と創造の能力を目覚め

させることが出来る教育が切実である理由です。 

21世紀人類文明は脳科学の発達を始め、脳健康で、

脳教育で、脳文化で、精神文明に行く流れの中に

います。脳科学の発達は人間の脳に対する理解と

学習能力増進に大きく役立ちました。そして、韓国で

創立された脳教育は人間の脳が学習と経験を通じて

21世紀脳融合時代、
脳教育希望報告書
発表者：キムナオク国際脳教育協会副会長

国際脳教育協会｜2014国連グローバル·コンパクト（UNGC）参加レポート
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発表資料

中南米エルサルバドルに花を咲かせた脳教育プロジェクト
発表者：グロリア・ミュラー　エルサルバドル ホアキンロデスト校校長

ミュラー校長は“ほとんど全てのことが変わった。

校内暴力と麻薬が減った。学校評価でいつもビリ

だった成績が全国数学能力評価で1位になった。

高学年は低学年を手助けするようになり、警察と戦

っていた学生達が警察と一緒に交通安全キャンペ

ーンもしている”と説明しました。 

引き続きミュラー校長は“脳教育は学生達だけを

変化させるものではない。脳教育を通じて教師も変

化し、エルサルバドル教育界も変わっている。脳教

育は長い間の内戦で麻薬、暴力、殺人などの問題

が深刻なエルサルバドルで育つ青少年達に、自分

自身の価値に目覚めさせ夢と希望を与えた。このよ

うな脳教育が誕生したところが、まさに韓国だ。子

供達も韓国に最も行ってみたがるでしょう”と話し

ました。

ホアキンロデスト(Jaquin Rodezno)校は2012年

～13年エルサルバドルグローバル教育援助プロジ

ェクトが施行された4校の中の1校です。グロリア・

ミュラー校長は各種の写真と動画資料を通じて脳

教育を行う前後の学校状況を率直に見せましたが、

校内暴力と麻薬が深刻だったホアキンロデストの

学生達に現れた変化は参加した教育関係者達に

大きな感動を与えました。

グロリア・ミュラー校長はシンポジウム終了後、韓国国会、教育部、

教育庁を一つ一つ訪問し、感謝の意を伝えました。8月20日、ミュラー

校長と会ったムンヨンニン ソウル市教育長は、面談の席で“校内

暴力と麻薬問題を解決した脳教育に深く共感する”としながら“韓国

教育現場をもっと見て回れるように学校を紹介する”と話し、大きな

関心を表明しました。(写真=ソウル市教育庁提供)
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▲ エルサルバドル脳教育専門教員養成と学生対象試験教育の

ために開発された教材

教育部グローバル教育援助経過報告
発表者: ハテミン　グローバルサイバー大学脳教育融合学部教授

・4学校の学生94人対象脳教育クラス16回実施
・援助以後の現地定着化のため現地教員養成と
  コンサルティングに重点。

事業成果

2012～13年エルサルバドルの"グローバル教育援助
事業"プログラム開発とコンサルティング、事後分析
を進めたハテミン教授は、低開発国家が直面する
教育現場問題解決に重点を置き、援助効果の持続
可能性を高めるため“教員養成援助”に焦点を置い
た点、エルサルバドル情報の要請事項に合うプログ
ラムを構成し政府関係者と多くの協議を経たオーダー
メイド型事業であったという点が事業の成功要因で
あったとされます。

教育の成果を測定するための指標に設定した事は、
教育履修率と満足度でした。教育参加の有無が
選択である点を考慮する時、最初の指標である教育
履修率は93.7パーセント(79人参加で74人履修)
として教育が自発的参加に基づいたものだと解釈
されます。

推進背景

2011年エルサルバドルの学校１校を対象に脳教育

テストプロジェクト後に拡大適用のため、エルサルバ

ドル教育部長官が教育援助を公式要請

学生達に対するエルサルバドル教育部の悩み

1.周囲環境と困難を克服することが難しいという

  否定的な意識が強い。

2.未来に対する夢と希望がない。

3.学校を安易に中途退学し、暴力と犯罪につながる

  可能性。

事業内容

・4学校の教師79人対象脳教育プログラム20回

  実施
国際脳教育協会｜2014国連グローバル·コンパクト（UNGC）参加レポート

・事業名：エルサルバドル学生たちの情緒調節及び

　　　　　　　自尊感向上の為の公教育支援ー専門

　　　　　　　教員養成及び脳教育コンサルティング

・研究期間：2012年7月23日～2013年5月10日

・研究支援：教育部

・研究機関：韓国教育開発院

・遂行機関：グローバルサイバー大学
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 ▲学生対象試験教育結果(事前、事後、事業終了2ヶ月後 測定)▲教員養成教育履修率および教育満足度

大きいためです。 

後続事業(進行中)

エルサルバドル教育部自らの予算を投じ、脳教育

専門教員養成課程を全国に拡大実施 (2014年2月

まで177校の学校長、健康専門家100人、地域教育庁

奨学官14人が脳教育指導者資格取得)

教員養成教育の2番目の評価指標である教育満足度は

5点満点中の4.9点で、教師達は本人が受けた教育内

容がエルサルバドルの学生達の情緒調節と自尊心を

向上させる目標との関連性が非常に高いと答えました。

教員養成教育の一環で実行された学生対象試験教育

でも良い成果を得ました。低学年の場合、情緒調節力

と自尊心全てで有意義な変化が表れました。特に、

教育終了後に収集された事後検査結果でもプログラ

ムの効果が持続されていることが確認できました。 

中学生の場合も情緒調節力と自尊心、心理的安定

感で事後点数が事前点数に比べ有意な変化を見せ

ました。自尊心と心理的安定感は事業終了後に実施

された検査でも持続効果が表れましたが、自尊心は

有意な持続性が見られませんでした。これは、自尊

心が維持されることができない社会的、家族的環境

に影響された可能性があります。まだ認知的調節力

が充分に成熟していない青少年は、環境の影響で

自分自身に対して否定的な評価を下す可能性が

発表資料
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呼吸
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▶

▶
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▶▶

▶

▶

校内暴力予防および根絶優秀事例 ― 韓国 忠北 ヒョンソ高等学校
発表者：イユンソン教師

ラブハンズ(Love Hands)は互いに尊重し交流する

学校文化づくりのためのハッピースクールキャンペー

ンの中の一つで、愛を込めて友達の肩をマッサージ

してあげる事で愛を実践しようという運動です。 

ヒョンソ高等学校はラブハンズを通じ学生達に、ま

ず自分自身を大切にする心、相手を自分自身のよう

に大切にし共感できる心、配慮し互いに助け合う心

を育てようとしました。 

●主なキャンペーン活動内容

1. ブレイン体操/呼吸/瞑想時間　運営

・目的：体と心の緊張をほぐし、互いに交流することが

  できる環境づくり

・運営方法：毎日学級別に呼吸瞑想CDを活用し学生

  講師が指導

ヒョンソ高等学校は2011年から校内暴力予防およ

び根絶のため“ハッピースクール”プログラムを全学

年に実施してきました。その結果、校内暴力事故が

明確に減少し、互いに交流して配慮する学校文化が

形成されました。ヒョンソ高等学校の事例は2012

年7月教育科学技術部主催で開かれた“第1回校内

暴力予防および根絶優秀事例/政策提案公募展”

にも優秀事例で選ばれました。

キャンペーン名："ラブハンズ"で幸福の呼び水を満たそう

報告期間：2011年3月̃ 2012年6月

●事業推進背景

重く寂しい雰囲気で感情調節が難しい学生が多く、

校内暴力が深刻な状況。校内暴力予防のため、自

尊心を高めることができる教育コンテンツと互いに

心を交流し配慮する学校文化構造が切実に要求さ

れている。

●事業内容

国際脳教育協会｜2014国連グローバル·コンパクト（UNGC）参加レポート

瞑想

礼儀
文化

限界
挑戦

体操

ラブハンズ
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2. ラブハンズデー運営

・日時：毎週金曜日 

・対象：全校生徒

・方法：友達誰でも3人以上にラブハンズで

　　 愛の心を伝える

3. 校内限界挑戦大会

・目的：学生達が成績で自身の価値を評価されること

 ではなく自分自身の限界とぶつかることで感情を

 調節し自らの成就を通じ自信を回復するようにし

 自分自身の価値を高める機会を提供

・対象：1, 2学年全員

・場所：体育館

・方法：ヨンダン、鶴のポーズで

　　 決められた時間姿勢を維持

4. 礼儀文化運動

・方法：友達同士で会っても配慮と尊重の心を込めて

 頭を下げてあいさつする

・参加対象：全校生徒

・効果：自分自身を愛し

        相手を尊重する心を持つようになる。

●事業成果

1. 学校暴力頻度が顕著に減少

― グリーンマイレージ校内奉仕対象者
2010年 年29人 → 2011年14人
― グリーンマイレージ社会奉仕対象者
2010年　年4人 → 2011年2人
― 事案発生頻度減少
2010年 3回 → 2011年 1回

2. 学校に対する地域社会評価向上

ヒョンソ高等学校は2009年までだけでも、ほと
んどの地域のいわゆる“問題児”と呼ばれる学生
達が、他に選択肢が無くて仕方なく通う学校でし
た。しかしハッピースクールキャンペーンを始めて
2年間のヒョンソ高等学校新入生志願現況を
見れば、優秀学生志願率が3年間で10人から
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35人に増えたことが見受けられます。 

▲ ヒョンソ高等学校入学生の年度別点数分布現況

をもっと増やせばより多くの友達が私と同じよう

に小さな効果でも感じることができるのではな

いかと思います。それで学級の雰囲気がより一層

明るくなればよいですね。そうなれば、愛する時

より一層幸せな心ですることができそうです。

初めてする時は“これを何故するのだろう”とい

う考えが多く出ました。しかし学校で案内された

体操＆瞑想の説明と効果などに多くの興味を感

じるようになりました。“私もあんな効果を感じ

ることができるだろうか？”という考えを抱き3ヶ

月間、体操＆瞑想をした結果、とても小さな効果

ですが、私がもっと明るくなり何でも出来そうな

気持ちになりました。私はとても驚きました。簡

単な体操をしただけなのに私の考えを変えてい

くというのが本当に不思議でした。しかし不足点

は私達の学校で体操＆瞑想の時間があまりにも

少ないということです。時間を別につくり、より多

くの体操＆瞑想をすればよいと願います。時間

そして全体学生志願率が定員の50̃60パーセント

水準で、2011年には88.5パーセント(124人)に上が

り、地域学生の志願比率も明確に高まりました。

●ラブハンズ体操/瞑想活動学生の分かち合い

1) 1学年 男子生徒

2) 2学年 男子生徒

いたずらもたくさんして、授業時間も散漫で先生

達に小言をたくさん言われます。しかし毎日頑張っ

てしなくても体操＆瞑想時間をすることになると、

私がしてきた多くのことを振り返ってみるようにな

りました。それで、私がなにげなくした言葉や、考

えなしにした行動に友達が傷ついた事もあるとい

う気がしました。記憶に残る瞑想内容もありまし

た。"天国の食事"というものです。私が先に相手

に愛を与えてこそ相手も私に愛を与えるのではな

いか。一人一人がこのような考えを持つことになれ

ば本当に幸せな世の中になることでしょう。

3) 3学年 男子生徒

瞑想といえば何かぎこちないと思っていましたが、

直接してみると自転車に乗ることと似た様なもの

でした。練習すれば良いようです。私の場合、最も

良くなった点は先生と親しくなったという事のよう

です。友達と過ごす時と先生と話をする時は感じ

が違うでしょう。でも友達の心が理解できれば先

生の心も理解できるのです。私がつらいと他の人

もつらいんだな、ということを感じました。

国際脳教育協会｜2014国連グローバル·コンパクト（UNGC）参加レポート

（志願率） 年度 年度 年度

点代

点代

点代

点代
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配慮と疎通の学校文化づくり -韓国 蔚山 カンナム中学校
発表者：ソンヨンスン校長

都市再開発地域に位置する蔚山 カンナム中学校の
学生はハッピースクールキャンペーン開始当時、学業
達成度が蔚山市60校の中学校中59位であり自信と
自負心が低い学生が多かったです。2010年2月ハッ
ピースクールキャンペーン協約を結び、まず学校での
あいさつを“こんにちは”の代わりに“愛しています”
に変えました。そして去る4年間、朝瞑想、幸福掲示
板運営、脳教育リーダーシップ進路キャンプ、家族
ヒーリングキャンプ、など多様な脳教育プログラムを
運営した後、学生達の自己調節力、自信、感情調節
能力が高まり教師と学生間の信頼が高まりました。 

カンナム中学校は2012年、2013年人間性教育実
践優秀学校に選ばれ、以後蔚山市内学力最優秀学
校と校内暴力がない学校として地域社会から認めら
れています。

知識伝達中心の教育ではない、身体/情緒/認知

を統合的に発達させる人間性教育強化

学生間、学生/教師間　疎通と共感の共同体文

化形成

父兄/学校/社会が共に脳と親しくなる教育環境

づくりに参加する機会を用意

●事業目的

・

・

・

疎通/共感人間性教育 → 学力UPプログラム → 

父兄教育、教師脳教育研修支援 → 脳教育家族

人間性キャンプ運営 → 夢と愛があふれる幸せな

学校文化造成

●段階別細部目標 1.疎通と共感の場、幸福掲示板運営

主な運営プログラム紹介

・運営方法

― 肯定的な情緒を育てる幸福情報誌発行

― 学生の声を聞く世論の広場運営

― 愛/ヒーリング/感謝などのテーマで幸福デー運営

瞑想授業(幸せな朝瞑想、

　　　私と出会う瞑想、一つになる瞑想)

幸福掲示板運営 

同年代相談者教育

ハッピーブレイン人間性授業

脳教育体験授業

仙道プログラム

集中力コーチング

リーダーシップ向上プロジェクト

同年代相談者能力強化キャンプ

脳教育リーダーシップキャンプ

禁煙プログラム

対象 プログラム

学生

父兄

教師

家庭

勉強の達人をつくるメンターコーチング

私の子供のための情緒教育

脳教育進路コーチング

蔚山脳教育教師研修支援

蔚山脳教育教科研究会支援

家族ヒーリングキャンプ 

(1次-3学年対象, 2次-1, 2学年対象, 

3次‒情緒の行動特性検査管理群

　　　　　および学校不適応学生対象)



 

 
 

 

・運営効果

― 配慮と尊重の学校文化形成で学校暴力予防

― 実践する人間性教育で自然に正しい人間性育成

[幸福掲示板運営の様子]

2. 瞑想授業

・運営方法

― 朝自習時間　10～15分

―“幸せな朝”“一つになる瞑想”“私と出会う

  瞑想”の主題別で製作された動画を見て瞑想

― 活動誌作成

・運営効果

― 肯定的自我像形成と情緒的安定に頭脳親和的な

  学級の雰囲気形成および円満な交友関係形成

― 集中力向上で学習能力の助けに

― 一日を準備された気持ちで始める自己管理習慣形成

瞑想の効果アンケート結果

・幸せな朝瞑想の効果

教育前 教育後

・ひとつになる瞑想の効果

教育前 教育後

肯定感 自信感 感情調節 人間関係 人生態度

肯定感 自信感 感情調節 人間関係 人生態度

51国際脳教育協会｜2014国連グローバル·コンパクト（UNGC）参加レポート

ヒーリングデーヒーリングデー 愛デー愛デー

よしよしデーよしよしデー 感謝デー

ビタミンデービタミンデー 自慢デー自慢デー

感謝デー
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3. ハッピーブレイン人間性授業

・運営方法

― 運営時間：創意体験活動時間

― 対象：2学年４班

― 内容：

教育前 教育後

肯定感 自信感 感情調節 人間関係 人生態度

・自分と出会う瞑想の効果

毎時間ブレイン体操、瞑想、脳宣言文実施。

幸せをつくる脳の話、心を開く疎通遊び、

明るく強い私、韓国の歴史文化への理解を

育てる、などのテーマで活動

・効果

― 肯定的な価値観の確立

― 自分自身を大切にする意識

― 私の幸せから私達の幸せ、学校の幸せに

  意識の拡張

4. 脳教育リーダーシップキャンプ

・運営方法：休暇期間に5時間のキャンプ

5. 家族ヒーリングキャンプ

・運営方法

・内容

― 脳運営システム(Brain Operating System, BOS)の理解

― エネルギー原理、引き寄せの法則体験

― メタ認知で習慣を眺める

― 脳を通した自己理解

― 適正と職業の関係理解

― 弘益の精神を基に成長ドラマ設計

・効果

― 自己理解を基に真の幸福と成功の意味を

  悟ることになる

― 世の中を有益にする弘益精神を基に未来を設計して

  みることにより、21世紀リーダーとしての資質育成

― 1次：3学年 学生と父兄
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― 2次：1, 2学年 学生と父兄

― 3次：学校不適応学生対象

・内容

― 私の家族紹介

― 家族と共にするレクレーション

― 瞑想で私を眺める

― 目で話す

― 胸でハグする

― ヒーリングを受ける

・効果

― 父兄/子供間の心理的距離を縮め、誤解と

  葛藤解消の機会

― 父兄/子供の疎通方法練習で学生の情緒的

  安定の助け

6. 同年代の相談者教育

・同年代相談者定期教育

― 対象：同年代相談者3学年

― 内容：エネルギー集中力ストーンを活用したエネルギーを

          感じる体験、エネルギー交流で共感体験

― 効果：同年代相談者としての存在価値を認知し他人に

          共感する共感能力が増大

・同年代相談者力量強化キャンプ

― 対象：同年代相談者1, 2, 3学年

― 内容：団結ミッション遂行、一つになるゲーム、愛を受ける、

          先に近づく活動

― 効果：同年代相談者間の親しみが大きくなり使命と

          ビジョンを確かめる契機

国際脳教育協会｜2014国連グローバル·コンパクト（UNGC）参加レポート
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脳と親しくなる環境と幸せな教室づくり-韓国、大田 ユピョン小学校
発表者：ユンソヨン教師

ユピョン小学校のユンソヨン教師は2008年から脳と

親しくなる環境と幸せな教室づくりのために脳教育プ

ログラム学級運営に適用しています。脳と親しくなる

環境とは子供達が自分の脳が持つ能力を100パーセ

ント発揮することができるよう支援する環境です。ユ

ンソヨン教師はブレイン体操/瞑想時間運営、“失敗

OK文化”造成などで子供達が情緒的に安定し自らに

対して信頼を育てられるようにサポートしています。

1. 自己宣言文

・活動内容

― 初日: 椅子の上に上がり自己紹介をする

― 2日目: 自己賞賛を3つの文章で表現する

― 3日目: 自分の名前で3行の詩を作る

・学生感想

― 最初は震えて緊張しましたが、やってみたら満足感が

  あり大きな自信がつきました。 (4学年)

― これまでは授業時間に手もあまり挙げられないし発表も

  しなかったのですが、今はよく発表します。 (4学年)

2. 毎朝10分のブレイン体操

・活動内容

― 朝の自習時間10分間、脳と身体を活性化させる

  体操を実施。

・学生感想

― 頭がすっきりして集中力が向上ました。ストレスを

  解消するブレイン体操が良い。 

― 勉強時間に習うことが、スルスルと頭に入った。  



・効果脳波が安定し情緒調節と集中力向上の効果が

  あり、内面に集中する時間を通して私に対する肯定

  と愛が生まれる。

・学生感想
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 3. 毎朝5分の脳波調節瞑想

4. 愛する

・活動内容：ブレイン体操後5分位、

  エネルギー集中瞑想や自己愛瞑想を実施

・活動内容：愛する心で親友の肩をマッサージ

― 背が高くなり腰もとても良くなり

  集中がよく出来た。

自己愛瞑想をしながら、失敗しても挫折せず、

これは単に私がもう1歩を踏み出すための過程

だと考え、私を軽く叩いて励まし自信が生まれた。 

(5学年)

心がとても静かになり腹を立てていたことが瞑想

により心が安定され脳も安定した。(5学年)

―

―
・学生感想

5. 失敗OK学級文化

6. 弘益生活実践

(4学年)

涙がでた。これからは友達を傷つけないように

しなければならない。(1学年)

・効果スキンシップを通してお互いを尊重し配慮する

  心が生まれる。

・学生感想

最初は友達のせいで腹が立って仲が悪かった

のに、今は気分が良く仲も良くなった。そして、

愛する心を込めるから手が温かくなった。友達

がもっと良くなった。(4学年)

友達は私の大事な人である事を感じた。

―

―

―

・活動内容：失敗した時、自ら“失敗OK、

  私は何でも出来る”という。

・効果：比較と評価で緊張している脳を回復させ無限の

  自信を回復させる。

・活動内容：毎日、学校や家庭で３つの弘益を実施

・効果：私が他の人に役立つことができる存在という

  自覚をすることになり、他の人を助けることが、

  すなわち私を幸せにするという体験が出来る。 

弘益は実践するたびに満たされる。弘益は些

細な事でも人を助けることができるならば世の

中で最も大きい心の宝だと思う。 

優しさは難しいことではなく簡単なことだと分

かり、いつでもどこでも出来るということが分か

った。 

他の人に幸福を与えるのは私にも良くてその人

も幸せだから、なぜか私が何か大きなことをし

た感じがする。 

―

―

―
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教師が夢と情熱を回復する教師ヒーリングキャンプ
発表者：コピョンジン弘益教員連合代表

"教師が幸せでこそ子供達が幸せだ"

教師ヒーリングキャンプは教師の権威失墜で顕著に

落ちた教師の士気を振興し、精神の健康を回復する

ための職務研修の一種で脳教育の5段階原理を適

用し開発されたプログラムです。慶尚北道、慶尚北

道教育庁共同主催で、2012年9月と12月、2013年

1月、全3回にわたり進行されました。教師ヒーリング

キャンプは第1回教育科学技術部で主催した学校暴

力予防政策提案金賞を受賞したことがあります。 

・主催：慶尚北道、慶尚北道教育庁

・主管：慶尚北道青少年支援センター、(社)韓国脳教育院

・期間：各基数　2泊3日10時間

・対象：慶北地域生活指導担教師　計88人

 

研修に参加した教師達は学生指導と各種業務で疲れた

心身を癒して人生の活力の素を得た、本当に幸せな研修

だったと感想を分かち合いました。研修アンケート調査

結果96パーセント以上が今回の研修が役に立ったこと

と、同僚の教師達にも薦める意向があると答えました。

キャンプ履修後の分かち合い

最近、名誉退職を考えていたが、今回の研修を機

に学生達だけに集中して残りの期間をまたやって

みようと決心した。

校内暴力の原因と問題が教師にあるという社会

の雰囲気に、教職に対する嫌悪感が出て教育力

を喪失させていたが、ヒーリングキャンプは教師

自身を振り返ってみる契機になった。

教師として、私が誰なのか、学生達が何を望むの

―

―

―

か省察する機会になった。心身活動と知徳体を

等しく活性化させるこのようなプログラムは他の

研修で見られないことです。韓国教育現場に必ず

必要なプログラムであり教師と学生達に広がらな

ければならない。

発表資料

教師ヒーリングの原理１

教師ヒーリングの原理2

身体を扱わないといけない

感情を浄化する方法：省察あそび(ごっこ)、笑い、呼吸、瞑想

本来の心を生かす方法：脳教育瞑想

体を活気のある状態にする方法：ブレイン体操

感情調節が出来るようにならないといけない

明るくて純粋な心体験、自らの選択

体と脳は一つに繋がっているシステム

身体活動

自己省察
浄化体験

瞑想体験
自覚

愛の心
幸せな心

師匠の夢
使命感

活気のある身体
明るい心脳にエネルギー供給

否定的感情浄化

本来の心回復
アイデンティティ再確立

感情処理方式：抑制、表出、浄化

教師ヒーリングの原理3

誰にでも明るくて純粋な心、良心がある
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ハッピースクールキャンペーンとは?

 

 

1. 体と脳を目覚めさせるブレイン体操

体が活気に満ち溢れる状態の時、脳が最も活性化
します。5分位の簡単なブレイン体操だけでも脳と
身体を活性化させ脳を学習準備モードに作ります

ブレイン体操をすれば心身の疲労感と学業ストレス
が解消され活気に満ちて意欲的な状態になります。

SPECIAL

ハッピースクールキャンペーンは脳教育の原理を適用し脳を良く使う

学校、お互いに通じ合う学校、喫煙のない学校、暴力のない学校をつ

くることをモットーとする、幸せな学校作りキャンペーンです。2007年

国際脳教育協会と国際脳教育総合大学院大学共同提案で始まり、

地域脳教育協会で主管しています。2014年現在、600を超える学校

が参加しています。 

ハッピースクールキャンペーンが校内暴力の解決で脚光を浴びてい

る理由は、何より基本プログラムであるブレイン体操などの身体活動

と脳教育瞑想で学生達の情緒調節能力と自己反省能力が向上し、

自然に成績が上がり校内暴力から遠ざかる事例が多いためです。

協約を結んだ学校では放送授業用ブレイン体操/瞑想CDを提供し、担当教師と学生を対象に基本教育を実施します。

これと共に学校実情に合わせた特別プログラムを導入し実施します。

www.happyschoo l21.net

対象別特別プログラム

・学生対象：青少年脳活用教育、喫煙/暴力予防およ

 び学生リーダー教育、青少年脳教育人間性クラス、

 歴史文化教育、放課後学校など

・教師対象：脳教育講義、幸せな学級経営研修など

・父兄対象：脳教育父母特別講義、

 脳教育父母研修など

ハッピースクール脳教育基本プログラム

2. 右脳を活性化する脳波振動

脳の創意性を発現する土台は集中と想像にあり
ます。頭を左右に揺らし振動を広げる脳波振動
は脳波を調節し右脳を活性化させます。脳波振
動をすれば脳波が安定するように調節され右脳
の機能が活性化し集中力、直観力、想像力が向
上します。

3. 正しい姿勢になるジャンセンウォーキング

青少年は誤った姿勢により脊髄関連疾患が多い
です。姿勢が正しい時、脳の活性化がよく成り立ち
ます。正しい姿勢で正しい心、正しい精神が形成

国際脳教育協会｜2014国連グローバル·コンパクト（UNGC）参加レポート
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1

4

2

5

3

6

4. 脳波を安定させる止感瞑想

されるのです。ジャンセンウォーキングをすれば頭

がすっきりして活気に満ち元気になり、心も楽にな

り正しい姿勢を習慣化することになります。

学習が良くできる最適な脳の状態はアルファ波

の脳波状態です。散漫で考えが多い子供達には、

特に自分の内面に集中して考えと感情を眺める

省察が必要です。止感瞑想をすれば脳波をアル

ファ波に安定させ心の平静を維持するようにし、

注意集中力を向上させて自分自身を省察する力

を育てます。

5. 脳と親しくなる教室の雰囲気づくり：

   愛する、笑い体操

脳はエネルギー場（雰囲気）に敏感に反応しま

す。明るく暖かい学級の雰囲気は脳と親しくなる

環境を作り、脳と親しくなる環境である時、脳は

情報受容的になり肯定的になります。笑って愛す

れば親密な交友関係が形成され教室の雰囲気

が明るくなり、特にいじめや暴力を予防する効果

6. 脳力を育てるHSP GYM

があります。

脳は挑戦が好きで経験を通じて学習します。自分の

限界を越える体験を通じ困難に打ち勝つ脳の力を

育てることが出来ます。HSP Gymをすれば集中力、

忍耐力、自己調節力が向上します。また感情調節の

力が大きくなり、出来るという自信が向上します。

7. 3秒挨拶、勉強をする目的

脳を使う目的が重要です。大きく明るい価値のある

夢がある時、脳に潜在されている可能性が発揮され

るからです。3秒挨拶は下腹に両手を添えて“愛して

います”と挨拶する事で、このような挨拶文化は尊

重と礼儀正しい態度を育てます。 そして、弘益の価

値を植え付ける時、脳は活発に作動します。脳教育

では勉強する目的を“私は私と社会と人類のために

勉強します”という風にしています。授業前に勉強す

る目的を明確にすれば学習の動機付与も上手くい

き集中力が高まり学習態度が良くなります。 

1. 体と脳を目覚めさせるブレイン体操　2. 右脳を活性化する脳波振動　3. 脳波を安定させる止感瞑想

4 . 脳と親しくなる教室の雰囲気づくり：愛する、笑い体操　5 . 脳力を育てる HSP GYM　6 . 3秒挨拶、勉強する目的
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脳教育専門誌「BRAIN」発行
平和実現のための脳活用知識の大衆化

脳は遥か遠くに見えた人類平和実現のための21世紀人類の新しい発見です。人間を理解する新しいツール

として脳を活用することにより、人類が未来の新しい可能性を夢見ることができるようになりました。

「BRA I N」はこのような脳に対する新しい可能性の発見が、さらに多くの人々に広がるように情報を生産する

脳教育専門誌です。2002年、国内初の脳専門誌「脳」という表題で創刊され、2006年から脳教育専門誌

「BRAIN」として韓国脳科学研究院と共同発行しています。 

www.bra i nmed ia .co . kr
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脳教育の基盤となる弘益人間の哲学は特定人種、宗教、国家を越え、地球という共通の根源を基に地球市

民としての責任を実践する地球市民運動として拡大しました。国際脳教育協会で提案した、このキャンペーン

を通じて2010年までに全世界13万人が地球環境および人間性回復、飢餓救護、識字運動など、人類共同

の問題解決のため全地球的実践に参加してきました。 

地球市民運動

国際脳教育協会は2008年からグローバル地球市民キャンペーンとし

て1ドルの悟り運動(One Dollar Campaign)で積み立てられた寄付金

で国連環境計画(UNEP)の“70億株の植樹”キャンペーンに参加しま

した。2008年、国際脳教育協会日本支部の参加で始まり、2009年6

月には国連環境開発から ‘Billion Tree Campaign Partners’ の

地位を与えられ、2009年2度の後援で約4000株の木が植えられまし

た。2009年11月には、その間の後援に対し国連環境計画ケニア本部

から感謝状を授与されました。 

‘UNEP ‒ Billion Tree Campaign’は、地球温暖化の脅威と気候変

化に対応するため2006年に始まったグローバル地球環境キャンペーン

で、国連傘下の環境機構である国連環境計画(UNEP)の主導で進行

されました。当初10億株の植樹を目標にしましたが、早期に目標を達

成し、70億株の植樹に目標が修正され2009年末この目標を達成しま

した。

国連環境計画“70億株の植樹”キャンペーン参加

UN 気候変化キャンペーン‘Seal the Deal’参加

国際脳教育協会は2009年12月、“地球のための地球市民1分アク

ション”というキャッチフレーズを掲げ、地球市民運動連合と共に



 

UN気候請願キャンペーンである ‘Seal the Deal’に参加しまし

た。地球市民運動に参加している会員を対象に積極的な署名参加

とオンライン広報活動を案内しました。

地球市民運動連合会員の積極的な参加により、11月24日には

291人で全体参加者の0.07パーセントに過ぎなかった韓国人の参

加率は、わずか2週間で7000人台に急増しました。このような熱い

活動に対し国連環境計画(UNEP)の担当部署は、高い韓国の参

加率に感謝し地球市民運動連合を‘Seal the Deal’ 公式パート

ナーに指定しました。 

‘Seal the Deal’は2009年12月7̃18日デンマーク・コペンハー

ゲンで開かれた“国連機構変化協約当事国総会”を迎えパンギム

ンUN事務総長の主導で進行されたキャンペーンです。一般市民の

請願を受け全世界の政府に“数百万人の人々が気候変化に適応で

きるように公正で効果的な協約”を締結するように促しました。 

世界1０００ヶ所の脳教育センター 
気候変化キャンペーン“地球時間(Earth Hour)”参加

国際脳教育協会は2009年3月最終週の土曜日、世界1000ヶ所の

脳教育センターと共に気候変化を防ぐための1時間消灯運動である

“地球時間(Earth Hour)”キャンペーンに参加しました。

李承憲国際脳教育協会会長は世界1000ヶ所の脳教育センターに

“地球時間”キャンペーン参加を促し、「人類が直面している危機

は、誰もが持っている脳をどのように活用するかにかかっている。一

人一人の脳が気候変化のような地球規模の問題に参加すれば、自

ら危機を解決していけることを示せる良い方法になるだろう”と明ら

かにしました。
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